
一
、
は
じ
め
に

私
は
、
古
典
の
教
材
を
扱
う
場
合
、
生
徒
自
ら
が
古
典
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
を

体
現
す
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
古
典
は
お
も
し
ろ
い
、

そ
の
続
き
を
読
ん
で
み
よ
う
」
と
考
え
る
生
徒
を
一
人
で
も
増
や
し
た
い
と
願
い

授
業
に
臨
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
漢
詩
の
場
合
も
同
じ
で
、
初
め
て
出
会
う
李
白

や
杜
甫
の
漢
詩
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
さ
せ
、
漢
詩
に
興
味
関
心
を
も
た
せ

る
た
め
の
手
立
て
を
工
夫
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
宇
宙

観
と
も
い
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
表
現
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
考
え
た
。

本
実
践
は
、
古
典
作
品
、
中
で
も
唐
詩
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
さ
せ

る
た
め
の
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

二
、
研
究
の
経
過

１
、
韻
文
に
対
す
る
環
境
づ
く
り

（
１
）
全
校
挙
げ
て
韻
文
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
）
の
創
作
に
取
り
組
み
生
徒
の
意

欲
関
心
を
高
め
る
。

（
２
）
文
字
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
手
書
き
の
作
品
を
校
内
に
掲
示
す
る
。

○
廊
下
の
掲
示

「
生
徒
の
川
柳
等
の
短
冊
」「
漢
詩
『
楓
橋
夜
泊
』
の
掛
け
軸
」
等
を
掲
示
し
、
生

徒
の
関
心
を
高
め
る
。

○
授
業
で
の
掲
示
物

「
漢
詩
を
毛
筆
で
書
い
た
模
造
紙
」「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」「
詩
人
の
人
物
画
」
等

を
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
の
関
心
を
高
め
る
。

２
、
古
典
和
歌
の
指
導
と
の
比
較
（「
和
歌
の
世
界
」
三
省
堂
　
三
年
）

百
人
一
首
か
る
た
が
生
活
の
中
に
残
っ
て
い
た
頃
と
は
違
い
、
古
典
和
歌
は
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
遠
い
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
新
古
今
和
歌
集
の
象
徴

的
な
歌
は
大
人
に
と
っ
て
も
大
層
難
解
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
万
葉
集
や
古

今
和
歌
集
の
歌
か
ら
伊
勢
物
語
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
源
氏
物
語
が
生
ま
れ
た
こ
と

や
、
新
古
今
和
歌
集
の
歌
人
た
ち
は
物
語
の
世
界
を
歌
に
詠
み
込
ん
だ
こ
と
な
ど

実
践
事
例

漢
詩
の
宇
宙
的
発
想
を
実
感
で
き
る
授
業
の
試
み

―
李
白
『
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
』
の
指
導
を
通
し
て
―

北
川
　
久
美
子
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を
念
頭
に
お
い
て
、
寸
劇
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
組
み
立
て
た
。
漢
詩
の
授
業
に

お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
、
教
材

１
、
教
材

単
元
五
　
古
典
に
親
し
む
　
「
漢
詩
の
世
界
」（
三
省
堂
　
現
代
の
国
語
二
、
平

成
十
三
年
版
）

２
、
対
象

岡
山
県
赤
磐
市
立
吉
井
中
学
校
第
二
学
年
　
生
徒
四
十
二
名

四
、
主
題
設
定
の
理
由

１
、

本
教
材
の
位
置

第
一
学
年
　
「
矛
盾
ー
故
事
成
語
」

第
二
学
年
　
「
漢
詩
の
世
界
」（「
春
暁
」「
黄
鶴
楼
に
て
・
・
・
」「
春
望
」）

第
三
学
年
　
「
孔
子
の
こ
と
ば
『
論
語
』
よ
り
」

い
ず
れ
も
書
き
下
し
文
中
心
に
学
習
し
、
漢
文
（
漢
詩
）
特
有
の
調
子
を
心
ゆ

く
ま
で
味
わ
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

光
村
図
書
指
導
書
に
も
、「
訓
点
を
つ
け
る
学
習
ま
で
は
求
め
な
い
。
訓
点
つ
き

の
詩
と
書
き
下
し
文
の
表
記
と
が
読
み
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
よ
い
。

白
文
を
日
本
語
読
み
に
し
た
と
い
う
先
人
の
知
恵
を
少
し
で
も
感
じ
ら
れ
れ
ば
漢

文
へ
の
親
し
み
が
生
ず
る
だ
ろ
う
。」
と
あ
り
、
漢
文
に
親
し
む
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。

２
、
主
題
設
定
の
理
由

本
教
材
は
、
生
徒
に
と
っ
て
漢
詩
と
初
め
て
出
会
う
教
材
で
あ
る
。
生
徒
た
ち

に
漢
詩
漢
文
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
聞
く
と
、
難
し
い
、
堅
苦
し
い
、
こ
の
先
使

わ
な
い
か
ら
勉
強
し
な
く
て
い
い
な
ど
と
い
う
答
え
が
か
え
っ
て
き
て
が
っ
か
り

す
る
。
一
部
だ
が
「
読
み
方
は
や
や
こ
し
い
が
、
書
き
下
し
文
は
テ
ン
ポ
が
い
い

の
で
読
み
心
地
が
い
い
。」
と
前
向
き
に
答
え
る
生
徒
も
い
て
ほ
っ
と
し
た
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
漢
詩
漢
文
に
対
す
る
苦
手
意
識
が
強
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
初
め
て
出
会
う
漢
詩
を
よ
り
身
近
な
も
の
に
感
じ
さ
せ
、
漢
詩
に
興
味

関
心
を
も
た
せ
る
た
め
の
手
だ
て
を
工
夫
し
よ
う
と
考
え
た
。
漢
詩
の
世
界
は
日
本

の
風
景
風
物
と
異
な
っ
た
要
素
を
も
つ
。
中
国
な
ら
で
は
の
長
大
な
河
や
広
い
平
野

な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
二
人
の
詩
人
は
と
も
に
中

国
を
代
表
す
る
詩
人
で
、
と
も
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
詩
を
作
っ
た
。
李
白
は
「
詩

仙
」
と
も
い
わ
れ
、
自
由
と
酒
と
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
詩

を
作
っ
た
。
杜
甫
は
政
治
や
社
会
の
矛
盾
を
憂
い
て
、
民
衆
の
苦
し
み
を
代
弁
す
る

社
会
派
詩
人
で
「
詩
聖
」
と
よ
ば
れ
た
詩
人
で
も
あ
る
。
李
白
、
杜
甫
の
詩
を
鑑
賞

す
る
こ
と
で
、
中
国
の
雄
大
な
自
然
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
中
で
も
、
李
白
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」
の
詩

は
、
正
に
宇
宙
的
発
想
と
も
言
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
表
現
を
有
し
、
そ
の
転
句

の
表
現
は
、
李
白
が
地
動
説
を
唱
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
比
喩
表
現
に
着
目
さ
せ
、
漢
詩

の
表
現
の
豊
か
さ
や
表
現
の
効
果
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
考
え
行
っ
た
授
業
実
践
を

一
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紹
介
し
た
い
。

五
、
指
導
の
実
際

１
、
学
習
目
標

（
１
）

漢
詩
の
味
わ
い
方
を
理
解
し
て
、
漢
詩
へ
の
興
味
･
関
心
を
深
め
さ
せ
、

学
習
へ
の
意
欲
を
も
た
せ
る
。[

関
心
･
意
欲
･
態
度]

（
２
）

漢
詩
を
読
む
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
習
し
て
、
漢
詩
特
有
の
調
子
を

生
か
し
て
読
み
味
わ
わ
せ
る
。[

読
む
･
言
語]

（
３
）

表
現
を
味
わ
い
な
が
ら
、
作
者
の
思
い
を
読
み
取
ら
せ
る
。[

読
む]

２
、
指
導
計
画
（
５
時
間
扱
い
）

第
一
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
時
間

･
範
読
を
聞
い
て
、
漢
詩
特
有
の
調
子
に
慣
れ
さ
せ
る
。

･
書
き
下
し
文
と
訓
読
文
と
を
比
較
し
て
、
漢
詩
に
つ
い
て
興
味
を
も
た
せ
る
。

･
漢
詩
の
形
式
や
構
成
を
知
ら
せ
る
。

第
二
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
時
間

･
「
春
望
」「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
燃
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」「
春
暁
」
の
情
景

や
作
者
の
心
情
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

･
三
編
の
詩
を
音
読
や
暗
唱
さ
せ
る
。

第
三
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
時
間
（
本
時
）

･
李
白
「
黄
鶴
楼
に
て
・
・
・
」
杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
を
通
し
て
、
漢
詩
の
宇

宙
的
発
想
と
も
言
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
比
喩
表
現
に
着
目
し
、
漢
詩
の
表
現

の
豊
か
さ
や
表
現
の
効
果
を
味
わ
わ
せ
る
。（
指
導
案
参
照
）

一
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３
、
具
体
的
な
指
導
内
容
（
本
時
・
・
・
指
導
案
参
照
）

李
白
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
七
言
絶
句
）
で
は
、
現

代
語
訳
し
た
後
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
表
現
は
ど
こ
か
考
え
さ
せ
、
転
句
「
孤
帆
の

遠
影
碧
空
に
尽
き
」
の
情
景
を
各
自
絵
に
描
か
せ
た
。
描
い
た
絵
を
班
ご
と
に
持

ち
寄
り
、
班
で
一
つ
の
絵
を
完
成
さ
せ
た
。
絵
の
説
明
を
班
の
代
表
に
説
明
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
漢
詩
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
さ
せ
た
。
ど
の
表
現
か
ら
そ
う
描

い
た
の
か
を
説
明
さ
せ
た
。「
孤
帆
の
遠
影
」
と
い
う
現
実
離
れ
し
た
表
現
で
あ
る

が
、
作
者
の
心
象
風
景
で
あ
る
こ
と
を
補
足
す
る
。「
碧
空
に
尽
き
」
か
ら
地
動
説

と
言
え
る
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て，

李
白
の

宇
宙
的
な
発
想
に
迫
ら
せ
た
。（
資
料
２
、
資
料
３
参
照
）

一
二
六
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一
二
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【
資
料
２
】

【
資
料
３
】



さ
ら
に
、
杜
甫
「
旅
夜
懐
い
を
書
す
」（
五
言
律
詩
）
の
大
意
を
つ
か
ま
せ
、
三

句
四
句
「
星
垂
れ
て
平
野
広
く
／
月
湧
い
て
大
江
流
る
」
と
い
う
比
喩
表
現
の
情

景
を
考
え
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
さ
せ
た
。
班
で
話
し
合
わ
せ
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
比
喩
表
現
の
効
果
に
気
づ
か
せ
た
。「
星
垂
」
か
ら
満
天
の
星
と
広
大

な
平
野
を
想
像
さ
せ
、「
月
湧
」
は
長
江
の
雄
大
な
流
れ
や
浮
か
ぶ
月
を
想
像
さ
せ

た
。
こ
れ
も
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
光
景
で
あ
る
が
、
作
者
の
心
象
風
景
（
そ
の

よ
う
に
見
え
る
）
で
あ
る
こ
と
を
補
足
す
る
。
広
大
な
自
然
を
描
く
中
に
月
や
星

と
い
う
天
体
の
様
を
描
き
、
正
に
漢
詩
の
宇
宙
観
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
詩
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
た
。（
資
料
４
、
資
料
５
参
照
）

一
二
八

【
資
料
４
】

【
資
料
５
】



４
、
補
足
資
料
の
紹
介
（
別
表
・
・
・
参
考
資
料
１
参
照
）

（
１
）
孟
浩
然
・
・
・
李
白
よ
り
も
十
二
歳
年
長
で
「
夫
子
」
と
呼
び
か
け
て
敬
愛

し
た
。

（
２
）
黄
鶴
楼
・
・
・
仙
人
が
壁
画
の
中
の
鶴
を
呼
び
出
し，

そ
の
背
に
乗
っ
て
昇

天
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。（
授
業
で
は
同
僚
教
師
自
作
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
の
絵
で
説
明
し
た
。
参
考
資
料
１
の
２
の
詩
参
照
）

（
３
）
杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
へ
の
影
響
・
・
・
李
白
「
渡
荊
門
送
別
」
の
三
句
「
山

随
平
野
尽
」
と
四
句
「
江
入
大
荒
流
」
の
表
現
が
杜
甫
「
旅
夜
書
懐
」
の
「
星
垂

平
野
広
」「
月
湧
大
江
流
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。（
参
考
資
料
１
の
３
の
詩
）

（
４
）
宇
宙
的
な
発
想
（
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
表
現
）
・
・
・
李
白
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
表
現
の
中
に
「
広
然
小
宇
宙
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
あ
り
、
唐
の
詩
人

た
ち
は
宇
宙
的
な
発
想
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。（
参
考
資
料
１
の
４
の
詩
）

六
、
お
わ
り
に
（
成
果
と
課
題
）

漢
詩
に
対
す
る
苦
手
意
識
の
克
服
と
い
う
こ
と
で
は
、
第
一
次
の
訓
読
文
に
慣

れ
さ
せ
る
段
階
で
生
徒
た
ち
は
興
味
を
も
ち
、「
漢
詩
は
楽
し
い
。」
と
答
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
第
二
次
の
三
編
の
漢
詩
の
情
景
や
作
者
の
心
情
を
と
ら
え

さ
せ
る
中
で
、
作
者
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
感
想
を
述
べ
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ

た
。「
黄
鶴
楼
に
て
・
・
・
」
の
詩
で
は
、「
友
達
を
見
送
る
の
は
と
て
も
悲
し
い

な
あ
と
思
う
。
見
え
な
く
な
っ
た
ら
も
っ
と
悲
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
思
っ

た
。」（
Ｙ
男
）、「
旧
友
を
見
送
る
の
は
悲
し
い
。
話
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
遠
く

離
れ
て
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
と
私
は
思
っ
た
。」（
Ｅ
子
）「
春
望
」
の
詩
で
は
、

「
こ
の
人
は
す
ご
く
戦
乱
で
心
を
痛
め
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
っ
た
。
ど
う
し
て
戦

争
が
こ
ん
な
に
も
長
く
続
い
た
ん
だ
ろ
う
と
悲
し
く
な
っ
た
。」（
Ｔ
子
）「
悲
し
い

家
族
と
の
別
れ
も
作
者
の
気
持
ち
も
よ
く
分
か
る
。」（
Ｓ
子
）「
や
は
り
家
族
は
大

切
だ
な
と
思
っ
た
。」（
Ａ
男
）

本
時
の
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
李
白
と
杜
甫
の
漢
詩
の
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
な
表
現
を
し
っ
か
り
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
転
句
の
情
景
を
絵
に
描
く
作
業

で
は
、
多
く
の
生
徒
が
興
味
を
示
し
、
思
い
思
い
の
長
江
を
描
い
た
。「
夕
暮
れ
の

方
が
李
白
の
寂
し
さ
が
表
現
で
き
る
。」
と
考
え
た
生
徒
も
多
く
、
な
る
ほ
ど
と
感

心
し
た
。
中
に
は
、
水
平
線
を
丸
く
描
き
「
地
球
は
丸
い
か
ら
。」
と
答
え
た
生
徒

も
数
人
い
た
。
そ
の
言
葉
を
受
け
て
地
動
説
の
話
を
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
こ
ぞ

っ
て
目
を
輝
か
せ
た
。
ま
た
、
杜
甫
「
旅
夜
懐
い
を
書
す
」
の
三
句
四
句
「
星

垂
」
・
「
月
湧
」
の
情
景
を
「
満
天
の
星
の
美
し
い
輝
き
、
長
江
に
映
っ
た
月
が

流
れ
て
い
く
様
」
と
い
う
よ
う
に
説
明
で
き
た
生
徒
は
少
数
だ
が
、
そ
れ
ら
の
生

徒
の
表
現
を
紹
介
す
る
こ
と
で
漢
詩
の
比
喩
表
現
の
豊
か
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

最
後
に
、
本
時
の
目
標
が
達
成
で
き
た
か
と
い
う
自
己
評
価
表
に
よ
る
と
、
多

く
の
生
徒
が
「
中
国
大
陸
と
長
江
の
広
さ
が
想
像
で
き
た
。」
と
し
、
漢
詩
の
表
現

の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
た
と
い
え
る
。

今
後
は
、
さ
ら
に
漢
詩
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
た
め
に
詩
人
の
生
涯
や
そ
の

他
の
詩
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
漢
詩
紀
行
等
の
視
聴
覚
教
材

（
ビ
デ
オ
、
ス
ラ
イ
ド
等
）
を
有
効
に
活
用
し
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
自
然
を
実
際

に
味
わ
わ
せ
て
い
き
た
い
。（

き
た
が
わ
　
く
み
こ
／
赤
磐
市
立
吉
井
中
学
校
教
諭
）

一
二
九



一
三
〇

【
参
考
資
料
１
】



一
三
一



※
参
考
資
料
の
出
典
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
石
川
忠
久
著
『
漢
詩
を
よ
む
李
白
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
日
本

放
送
出
版
協
会
、
平
成
十
年
十
二
月
）

・
石
川
忠
久
著
『
漢
詩
を
よ
む
杜
甫
一
〇
〇
選
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
日
本

放
送
出
版
協
会
、
平
成
十
年
十
二
月
）

・
内
田
泉
之
助
著
『
新
選
唐
詩
鑑
賞
』（
明
治
書
院
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
）

※
本
稿
は
「
第
三
十
四
回
　
岡
山
県
漢
字
漢
文
教
育
研
究
会
」
で
実
践
発
表
し
た

も
の
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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